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水
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昼
の
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15
時
開
演（
14
時
30
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開
場
）

夜
の
部 

19
時
開
演（
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時
30
分
開
場
）

愛
す
る
義
仲
と
一
緒
に
討
ち
死
に
し
た
い
と
い
う
巴
の
願
い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
。

そ
の
無
念
を
最
後
の
戦
に
託
し
、
長
刀
で
敵
を
さ
ん
ざ
ん
に
蹴
散
ら
し
、
思
い
を

残
し
去
っ
て
い
く
巴
。
残
さ
れ
た
義
仲
、
兼
平
主
従
の
壮
絶
な
討
死
と
自
害
。

激
し
く
命
の
極
み
を
生
き
た
三
人
を
若
村
麻
由
美
が
能
舞
台
で
多
彩
に
演
じ
る
。

昼
の
部
は
狂
言
か
ら
現
代
劇
ま
で
活
躍
し
、『
子
午
線
の
祀
り
』で
知
盛
役
を
演
じ

高
い
評
価
を
得
た
野
村
萬
斎
氏
。夜
の
部
は「
無
名
塾
」を
主
宰
し
、N
H
K
大
河

ド
ラ
マ『
新
・
平
家
物
語
』で
清
盛
役
を
演
じ
た
仲
代
達
矢
氏
。

こ
の
お
二
人
と
若
村
麻
由
美
が『
平
家
物
語
』の
魅
力
を
語
り
合
う
。

討
ち
死
に
し
た
夫
の
忘
れ
形
見
を
身
籠
る
体
で
、
夫
と
一つ
蓮
の
上
に
迎
え
と
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
入
水
す
る
妻
小
宰
相
局
。
戦
で
引
き
裂
か
れ
た
男
女
の
悲
劇
。

若
村
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が
能
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台
で
練
り
上
げ
、洗
練
さ
せ
た『
平
家
物
語
』に
よ
る
鎮
魂
の

一
人
芝
居
の
真
骨
頂
。
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る

そ
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語
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れ
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運
命
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凝
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た
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『
木
曽
最
期
』と『
小
宰
相
身
投
』の
物
語
を
若
村
麻
由
美
が
能
舞
台
で
縦
横
に
演
ず
る
。

物
語
を
若
村
麻
由
美
が
能
舞
台
で
縦
横
に
演
ず
る
。

無
名
塾
出
身（
第
9
期
生
）。

N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
は
っ
さ
い
先
生
』の
ヒ
ロ
イ
ン
に
選
ば
れ

デ
ビ
ュ
ー
、舞
台
、映
画
、T
V
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
演
技
派
女
優
と
し
て

活
躍
。『
平
家
物
語
』に
よ
る
作
品
は
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一つ
と
し
て
能
舞
台

で
の一
人
芝
居
と
し
て
上
演
、『
小
宰
相
身
投
』は
完
成
度
の
高
い
舞
台
と
し
て

高
い
評
価
を
得
る
。今
回
新
た
に『
木
曽
最
期
』に
取
り
組
む
。
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ル
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賞（
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ビ
小
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は
っ
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い
先
生
』

主
演
）、第
33
回
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人
賞
受
賞（
舞
台『
テ
レ
ー
ズ・ラ
カ
ン
』

主
演
）、日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
助
演
女
優
賞
受
賞（
映
画『
金
融
腐
食

列
島  

呪
縛
』ア
ン
カ
ー
ウ
ー
マ
ン
美
豊
役
）、第
38
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
個
人
賞

受
賞（
N
H
K
連
続
ド
ラ
マ『
柳
橋
慕
情
』主
演
）等
受
賞
。
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